【エンジニアリング業】
職種：設計　　職務：全体・部分配置計画

【概要】

　プロジェクト全体の基礎計画を踏まえ、プラントの具現化に向けて、プラント全体のプロットプランや機器配置などのプラント計画を作成する仕事。

【仕事の内容】

　プラントのサイズが決まり、敷地が選定された後に、敷地内における生産設備やユーティリティ設備、配管路、倉庫、事務管理棟等の配置計画を作成する仕事。

　プラント・レイアウトの作成に当たっては、プラントの機能・性質や立地条件（地形、気候等）、立地国の法令・規則等に十分配慮した計画の作成が求められる。また、プラント内の機器配置計画の作成に際しては、経済性・効率性・保全性・安全性・隣接地帯との調和など（時に相矛盾する）様々な要求事項を満足する計画の作成が求められる。機器レイアウトの決定に際しても、プラント立地国の法令等を十分に踏まえる必要がある。

　このように、全体・部分配置計画の仕事は、レイアウト図面やスケールモデルを作成して設計の妥当性について検証を行い、計画を完成させる重要な仕事である。

【求められる知識・経験】

（1） 全体・部分配置計画の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。ただし、大学もしくは大学院または高等工業専門学校等において、建築学等の基礎を十分に身につけていることが望ましい。また、経験者募集の場合には、プラント・レイアウトに関する一定の実務経験（実績）が要求される。

（2） CADの普及により、ITツール（ハードウェア及びソフトウェア）を十分に使いこなすスキルが求められる。また、プラント・レイアウトや個別機器のレイアウトに当たっては、様々な法規が存在するため、立地国の法令・規則・慣行等を十分理解したうえで仕事を進める必要がある。

（3） さらに、専門知識や技能のみならず、上司や同僚、社内外関係者と円滑に意思疎通を図るコミュニケーション能力や、目標達成に向けて粘り強く取り組む姿勢も要求される。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定：機械・プラント製図（機械製図手書き作業（１級・２級）、機械製図CAD
作業（１級・２級））〔厚生労働省　中央職業能力開発協会〕

· 技術士（建設部門、経営工学部門等）〔社団法人 日本技術士会技術士試験センター〕

· 建築士〔財団法人 建築技術教育普及センター〕

· 建築設備士〔財団法人 建築技術教育普及センター〕

· 建築構造士〔社団法人 日本建築構造技術者協会〕

など

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０３１　機械技術者　　０５１　建築技術者

